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設計書 

入出力 
 

 

 

 

 

見積単価／登録単価一覧の取り込み 

 

電子ファイルで配布されている設計書に付属している、 

見積単価一覧（登録単価一覧など呼称は各自治体で異なります）を 

取り込みます。 

同時に、取り込んだ設計書の単価を置き換えたり、自動積算で使用で

きるようにすることができます。 

この機能は見積単価一覧や登録単価一覧の取り込みに対応してい

る設計書入出力オプションを使い、見積単価一覧や登録単価一覧が付

属している設計書を取り込んだ際に有効となります。 

 

１．見積単価一覧を取り込み、一括で置換する      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計書取り込みを行う手順は 

「設計書を取り込む」をご参照下さい。 

 

[表種別設定]の手順まで進めて下さい。 

 

 

 

 

 

 

[表種別設定]で[OK]をクリックします。 

 

 

見積単価一覧の取込に対応した設計書の場合、 

[フォルダ選択]が表示されます。 

 
 

 

 

 

[フォルダ作成]あるいは[工事名でフォルダを作成] 

のいずれかをクリックして下さい。 

 

[キャンセル]すると、見積単価一覧の取り込み 

は行いません。 

対応していない設計書では、 

見積単価一覧や登録単価一覧が付属 

していてもこの画面は表示されません。 

 ●見積単価一括置換を使用する 

 

 「工事名表」画面にて、メニューバーの 

 「設定」-「設計書取込一括置換を使用」- 

「見積単価一括置換を使用」を 

 クリックしてチェックを付けます。 

 初期値はチェックが付いています。 

～ 
～ ～ 

～ 
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 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り込み用のフォルダが作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[開始]をクリックして下さい。 

 

確認画面が表示されます。 

完了しましたら、［ＯＫ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

※置換した例：作成された工事に最初から単価が入ってきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   置換した単価には  の付箋が付きます。 

 

 

 

 

 

 

[工事名でフォルダを作成]では、 

自動的に工事の名称が表示されますの

で、そのままクリックしていただくと、

取り込み中の工事と同じフォルダ名で

管理することができます。 

～ ～ 
～ ～ 
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２．工事作成後に、一括で置換する      

 

フォルダ選択で[キャンセル]をクリックすると、 

取り込み時には置換は行いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※置換しなかった例： 

   単価もしくは   代価となり、単価は入りません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この場合、 

工事作成後に、本工事費内訳書のメニューから 

一括で置換することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本工事費内訳書で、 

メニュー [編集] － 

[設計書取込行を一括で見積単価に置き換える] 

をクリックして下さい。 

 

 

 

見積単価一覧に単価が入っていない場合 

には、一覧から項目だけ Gaia に取り込み 

を行いますが、置換は行われません。 

このような場合は、見積をとって見積単価

に入力したのち、一括で工事の行に反映す

る使い方ができます。 

～ ～ 
～ ～ 
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取り込んだ工事のフォルダを選択し、 

[開始]をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※例：工事の行に単価が入ってきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   置換した単価には  の付箋が付きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

置換は、設計書と取り込んだ見積単価一覧で、 

コードが存在する場合は「ユーザーコード」が一致するかどうかで判断します。該当する見

積単価が存在しなかった場合は「名称＋規格＋単位」が一致するかどうかで判断します。 

コードが存在しない場合も「名称＋規格＋単位」が一致するかどうかで判断します。 

該当する見積単価が複数見つかった場合は置換しません。 

 

外字等で正しく取り込めなかったもの（単位などは外字のために取り込めず空白になること

があります）で、工事には文字があり、見積単価一覧には文字がない、など、片方しか文字

が入っていない場合も置換しません。 
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３．見積単価を管理する     

 

見積単価一覧や登録単価一覧を取り込む場合、 

 

すでにある見積単価フォルダ  に取り込む 

ことはできません。 

 

取り込むにはフォルダを作成して下さい。 

 

 

見積単価一覧を取り込む先は、システム固定の 

フォルダとなっています。 

 

 

 

このフォルダは、初めて見積単価一覧を取り込む 

際に自動的に作成されます。 

（見積単価の直下に作成します） 

 

 

 

 

このフォルダは、単価登録から 

表示すると、通常のフォルダと 

同様に操作することができます。 

（名称変更、行位置を移動する 

 ことができます） 

 

※システム固定のため、 

削除することはできません。 
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４．見積単価一覧が 0円（項目のみ）の場合     

 

項目のみで、単価が入っていない見積単価一覧を取り込むこともできます。 

その場合、Gaia に取り込まれてから単価登録で見積単価を入力していただいて、一括置換で 

工事に反映することができます。 

 

または、見積単価の Excel 出力／取り込み機能をご使用いただき、一括置換で工事に反映するこ

とができます。 

 

 

 

取り込んだ設計書に付属している 

見積単価一覧／登録単価一覧が 0 円の場合、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見積単価／登録単価の取り込みを開始しても、 

置換は行われません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 円の単価は置換しません。 
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0 円で取り込まれたフォルダを選択し、 

[Excel 出力]をクリックして下さい。 

 

 

見積単価一覧（金額なし）が 

Excel 出力されます。 

 

Excel で金額を入力し、 

[見積取込]で取り込みます。 

 

 

 

 

 

金額を入力した Excel ファイルを選択し、 

[開く]をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[フォルダ選択]では、 

フォルダは選ばず、 

[フォルダ作成]で作成して下さい。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すでにあるフォルダを選

択すると、重複する単価

が存在して一括置換でき

ないことがあります。 
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本工事費内訳書で、 

メニュー [編集] － 

[設計書取込行を一括で見積単価に置き換える]を 

クリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一括置換するフォルダを 

選択して下さい。 

（[見積取込]で金額を取り込んだ 

フォルダを選択して下さい） 

 

 

 

 

 

（例では、上のフォルダは最初に 

 取り込んだ金額なしのフォルダ、 

 下のフォルダが、[見積取込]で 

 金額を取り込んだフォルダです） 

 

 

 

 

 

 

 

 


